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登録リスト（該当：28件）
  ≪  1  ≫
		写真	タイトル	説明	登録日
	1	[image: 信州上田学2023／地域キュレーションVol.1]	信州上田学2023／地域キュレーションVol.1	長野大学講義科目「信州上田学」(2023年度後期)を受講した学生たち(主に新入生が対象、3学部横断)の「地域キュレーション」(地域を探究しアウトプットする学び)のアウトカム集です。講義内容は「信州上田学2023①～④地域キュレーション」をご参照ください。

「学生による地域キュレーション2023(信州上田学A受講生)」それぞれのマイテーマにリンクしています。[ Vol.1 | Vol.2 ]


　No. ニックネーム／探究テーマ
　　　探究のねらい

	こぶた／別所を盛り上げるには
サークルの関係で別所に行く機会が多々あるが、別所の魅力にまだ自分自身

	2024-02-16
	2	[image: 駅から温泉街まで(駐車場前)]	駅から温泉街まで(駐車場前)	別所温泉駅から温泉街までの中間に位置する駐車場前。
車をここに停めてここから温泉街まで歩く人も多いと思うが、ここから温泉街までの道のりも普通の田舎道といった感じで、あまり魅力的ではない。	2024-02-01
	3	[image: 駅から温泉街まで]	駅から温泉街まで	別所温泉駅から中心部(北向観音周辺)までの道。
一般的な田舎道といった感じで、あまり魅力的とは言えない。
駅から中心部までが遠くつまらないという点が別所温泉の課題のひとつではないだろうか。	2024-02-01
	4	[image: 上田市 田舎風景]	上田市 田舎風景		2023-10-26
	5	[image: 旅れぽ『津軽滞在記2015』]	旅れぽ『津軽滞在記2015』	マッピング津軽/津軽滞在記2015

今から８年ほど前の2015年8月、青森県弘前市に滞在しました。長野県上田市を発ったのが8月2日、上田市に戻ったのが8月22日、約３週間の滞在です。弘前滞在の理由は家内の実家の整理。その滞在期間に小坂(秋田県)、弘前(以下青森県)、黒石、青森、田舎館、五所川原などを見聞しました。

特に夏の期間でなければ見れない津軽各地のまつり、弘前ねぷた、青森ねぶた、立佞武多(五所川原)、大河原の火流し(黒石)、黒石よされ(黒石)などを記録しました。

それから８年が経過し、記録した画像を見直してみると、津軽という地域を記録したことの価値に気づき、当時の記憶をこのマイサイト『ミッチーのサイト』とは別サイト『	2023-10-03
	6	[image: 津軽ねぷたそれぞれの違いを見る]	津軽ねぷたそれぞれの違いを見る	観光資源としても有名な青森ねぶた、弘前ねぷた以外のねぷたを見たのは1997年、黒石ねぷたが初めてです。民俗的な文化でもあるねぷたは、本来的にはそれぞれの地元のまつりであって観光資源ではありません。

1997年当時、黒石ねぷたを『マッピング津軽』(現在は閉鎖)で紹介しました。もしかすると黒石ねぷたをネットに紹介したのは私が初めてかもしれません。
ねぷた(ねぶた)は津軽各地にあります。青森、弘前、黒石、平川、田舎館、大鰐、五所川原、つがる(木造)、…。ねぷた文化がどのように遍在しているのか、当時は知る術もなく、現地に訪れ初めて接しました。観光資源化されたねぷたではなく、土着的な祭りとしてのねぷたを直に見て紹介しようというのがその時の動機。平川(当時は猿賀)や田舎館などにもあることは知っていましたが、	2023-08-06
	7	[image: 高崎駅]	高崎駅	2022/11/04

福岡から来てくれた友達を迎えに高崎駅へ。
本当は上田駅まで来る予定だったのだが、東京駅で迷ったらしく新幹線の終電に乗り遅れたので高崎駅まで行った。

私も友達も糸島市出身で田舎者にとっては東京駅は迷路。	2022-11-21
	8	[image: 上田の食文化⑤ 〜蕎麦編〜]	上田の食文化⑤ 〜蕎麦編〜	長野県自体がそばで有名ですが、特に上田のそばは「田舎盛り」と呼ばれる盛りの多さが有名です。確かに自分が食べに行った時も、一人前を頼みましたが結構多いと感じました。
また、東御市がクルミで有名なため、くるみだれのそばや、クルミおはぎもセットで頼むのもよく見られます。
(関係ないですが、このだし巻き卵が、普段は甘めのだし巻きは絶対食べないのですが、これは甘味が優しくて食べやすかったです。)	2022-11-17
	9	[image: 愛宕神社　上]	愛宕神社　上	愛宕神社の下の鳥居から階段を登り、その上にある愛宕神社につきました。その愛宕神社は山にたてられているため、周りは草木が生い茂っており、田舎にある神社というイメージがぴったり当てはまる様でした。この雰囲気が個人的には結構落ち着くものだったのでとても心安らぎました。	2022-11-03
	10	[image: 上田市の景色]	上田市の景色	愛宕神社から見える景色。若干紅葉もしていて綺麗だった。田舎の街並みがよく見える。	2022-11-03
	11	[image: 発見③畑より田んぼ]	発見③畑より田んぼ	ザ・日本の田舎
実際に水が流れてる用水路初めて見た	2022-10-24
	12	[image: なにもない糸島市]	なにもない糸島市	糸島市。
私の故郷である糸島市は人口約9万人の小さな市。
福岡県の西側に位置する。
私は中学から福岡市の学校に所属していたためよく田舎だとか何もないと言われた。

糸島の友達には田舎だから都会の学校や仕事に行く人がよく居る。
確かに、買い物や映画などアミューズメント的なモノはほとんどない。

だが、糸島での暮らしは私にとってすごく心地がいい。
家からは山が見えるし、車で10分ほどで海にもいける。
（よく犬を連れて砂浜に遊びに行く）
家の近くには1つ前の投稿のカフェがあり
お気に入りのパン屋さんもたくさん。
もちろん大好きな温泉も車ですぐ行くことができる。

正直、私は満足してしまう。

何が言いたいかというと、
糸島市は私にとって最高な場所だということ。

ただの故郷の紹介。	2022-09-19
	13	[image: とにかく土地が広い…！]	とにかく土地が広い…！	菅平高原の方へ進んでいく中で、とにかくひとつの建物や農作業場所が広いなあと思いました。

これはいわゆる「田舎ならではの土地活用」ともいえると思いましたが、最近は、太陽光パネルで場所埋めをすることも多くあるため、公的機関が制せず、住民の生活へ直接還元しているのが感じれました。	2022-05-16
	14	[image: そば処　倉乃]	そば処　倉乃	上田市真田町渋沢標高1000mの霧下で、自家栽培、自家製粉したそば粉を、四阿山からの湧き水で打つ拘りの手打田舎そばのお店です。別所温泉の途中にあるのですが、別所温泉は上田市街地とは離れているため、目にする機会が少ないと思うので、投稿を通じて色んな人に知っていただけたらと思います。	2021-07-23
	15	[image: 潮海寺]	潮海寺	奈良時代、聖武天皇のころ（およそ750年）名僧行基により開かれたと伝えられる当地方きっての古刹高野山釈迦文院の直末といわれ、平安時代に坂上田村麻呂の帰依によって寺領が寄進されたといわれている。往古は寺領3千石、寺域に75坊を数える名刹として知られていたが、兵火により全焼し、伽藍の規模は残された22の礎石と布目瓦によってしのばれるのみ。
現在、この地には朱塗りの薬師堂金剛院が建てられ、薬師如来縁日の毎月8日午前10時から護摩が焚かれている。不動明王像が安置されている書院風の学頭坊は、薬師堂の南200メートルほどのところにあり、さらに100メートルほど南に市指定文化財の仁王門がある。江戸中期に建てられ、平成3年に解体修理が行われた寄棟造りの八脚門の左右には、高さ3メートルほどの寄木造りの仁王像が立ってい	2021-05-03
	16	[image: 黒田代官屋敷]	黒田代官屋敷	黒田代官屋敷とは、現在の静岡県菊川市下平川にある江戸幕府旗本・本多助久の代官となった黒田家の屋敷。現存している18世紀中頃の建築物として大変価値が高く、主屋、長屋門、米蔵、宅地など 屋敷全体が重要文化財に指定されている。この貴重な文化財の黒田代官屋敷は、現在、22代黒田家のご家族が居住されている。	2021-05-03
	17	[image: 大頭龍神社]	大頭龍神社	大頭龍神社は静岡県菊川市加茂の高台に鎮座し、古くから疫病鎮護、水難除けの神様として崇敬されている。境内には江戸時代中期に建てられた青銅の大鳥居や、推定樹齢300年以上の巨樹、スダジイなどがある。祈願をする際にはお世話になった。	2021-05-03
	18	[image: 三ツ池公園]	三ツ池公園	毎年4月の第一度土曜日に開催される水源祭の会場となる公園である。この水源祭では水の恵みや水害防止、五穀豊穣などを祈願。餅つきや宝探しなど、子供からお年寄りまで楽しめる。野猿という渓谷を楽に渡るための乗り物がありスリリングな気分を味わえる。	2021-05-03
	19	[image: 上田のelaboration 最終まとめ]	上田のelaboration 最終まとめ	課題発見ゼミナールⅡを通じて、また上田市内の様々な地域を訪れたことによって発見した上田市の良い点、改善点のまとめです。
以下、スライド(画像)には載せていない自分自身で今後やりたいと考えていることを箇条書きで載せておきます。
・上田市を中心とした、東信・長野県域の旅行
・↑について、自身のブログやこのサイトを活用して発信する
・プログラミング技術を用いたサイトの改良、より上田市を宣伝するための何かを作る(可能なら)

最後に、上田市に引っ越してきてから1年が経ちますが、この街は感覚で非常に良い所だなというのが分かります。人々は暖かいですし、空気も綺麗で、都会過ぎず田舎過ぎずのバランスの取れた場所だと思います。
大学の為の引っ越しではありましたが、このような場所に来れて良かったなと感じて	2021-01-28
	20	[image: パチモン]	パチモン	これは道の駅の中にあったガチャガチャです。
今大流行している鬼滅の刃の偽物です。こんなに田舎でもパチモンを見かけるのだと知りました。逆に田舎者は本物と偽物の見分けがつかないと馬鹿にされてる気がしたした。	2020-11-18
	21	[image: 上田電鉄@下之郷駅]	上田電鉄@下之郷駅	田舎の小さな駅舎
向こうに見える独鈷山は秋色に...
銀色ボディーに赤いラインがが上田っぽい上田電鉄！
昔は丸子線が走っていたということで、跡地が残る今の勤務地（丸子）まで繋がっていたことを思うと、かつてはだいぶ栄えていたんだなあということを実感。	2020-11-06
	22	[image: 【道なき道】くらます山散歩道]	【道なき道】くらます山散歩道	大学のゼミの授業で5人で行くことになったこの散歩道。
山登り自体ほぼ未経験な僕からしたら、多少は整備されてるんだろうな～と思いきや、目の前にあるのは雑草が生い茂った場所に無理やり切り拓かれているような土と草でできた道でした。
芋虫がいたり、所々大きい蜘蛛の巣が張っていたりと、どうやらここ数年以上は人の手が付けられていない状態で、やっと登り着いた小さな空間も、やはり雑草だらけのほぼ手が付けられていない場所でした。
そこには小屋と木箱、それからこの山の説明がある看板があるだけで、どうやらここは昔は炭鉱場と警察官用の射撃練習場があったそうです。
夕張などのように、炭鉱場は時代とともに要らなくなり、その結果がこれなのでしょう。多少整備もしておいてほしい気もしますが、需要はほぼ無いに等し	2020-10-20
	23	[image: 信州上田で人生を楽しもう！]	信州上田で人生を楽しもう！	　信州丸子高原グリーンヒルに来て早２０年（１０年前から永住）、爽やかで、緑があり、晴天率が高く、降雪も少なく、都会にも近く、こんな素晴らしい所はないと確信しています。また、活断層のない様で、どの原発からも１００ｋｍ以上離れており、台風の直撃もほとんどなく、標高８００ｍで、昨年被害にあわれた方には申し訳ありませんが豪雨被害の心配もないと言うことが分かりました。
もっと上田のことを理解するためにこの講座を受講することにしました。
https://www.youtube.com/watch?v=FtQHFfltkTQ	2020-05-30
	24	[image: 大学前駅]	大学前駅	長野大学の最寄り駅です。

今はコロナウイルスの影響で利用している人が少ないですが、普段は多くの学生が乗り降りしていて賑わっています。	2020-05-26
	25	[image: 山神社]	山神社	民家のある中にぽつんと存在する、非常に小さな神社である。鳥居には手作り感満載の「山神社」と書かれた札がかけられており、かわいらしい。あるのは小さなお堂と水道のみではあるが、これを建造した当時の人々の信仰心に思いをはせることができる。	2020-05-25
	26	[image: 謎の考える人]	謎の考える人	住宅街近くの空き地に謎に存在している、ロダンの「考える人」を模して造られた像。台座に富士山を思わせる意匠が施されているところが、オリジナル性であろうか。設置されることになった経緯などの説明は全くなく、極めて謎な存在である。おそらく市が建てたものであろうか、周辺市民には「税金 余ったのかな」などと言われている。前髪がなんだか「でろん」としてしまっているが、これがユーモアにあふれたデザインなのか技量の問題なのかは、誰も知るよしのないことである。	2020-05-25
	27	[image: 竹採公園]	竹採公園	かぐや姫の伝説の舞台とされている、市からかなり推されているスポット。竹をはじめとした植物が多く存在しているが、定期的に整備されており、物語を想起させる雰囲気を纏う。一年に一度なかなかの規模のお祭りも開催され、その際にはいくつかの出店と地域の伝統芸能の発表でにぎわいを見せる。日が暮れてから訪れると、また違った顔を覗かせる。	2020-05-25
	28	[image: 夏の風物詩　サマーウォーズ]	夏の風物詩　サマーウォーズ	海野街にあった自動販売機です。
毎年夏になると必ず金曜ロードショーなどで放送されているサマーウォーズ。
この作品をみると改めて夏が来たんだと思わされる。	2020-05-22
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